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まえがき

京
き ょ う と ふ

都府木
き

津
づ が わ し

川市のまんなかに鹿
か

背
せ や ま

山という里
さとやま

山が

あります。

そこには、たくさんの動物や植物がすみ、田んぼ

や畑を作る人がいて、なつかしい村の風
ふうけい

景がちゃ

んとのこっています。

私たちはそれがほんとうの宝
たからもの

物だと思います。

子どもたちも里
さとやま

山で元
げ ん き

気に遊
あそ

び、いろいろなこと

を学
まな

んでいます。

そんなようすをこの本でごしょうかいしたいと思

います。

さあ、里
さとやま

山とのいいつきあいを、はじめましょう !!

鹿
か

背
せ や ま

山元
げ ん き

気プロジェクト
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4月
竹の子をほろう
里
さとやま

山や畑でいっせいに花がさきはじめ

ます。ぼうぼうにしげった竹
ちくりん

林を歩き

回って、地
じめん

面にちょこっと頭を出した

竹の子を見つけます。スコップを地
じめん

面

にふかくさしこんで、竹の子のまわりをほります。竹の子の

根っこをきって、スコップをいれて「ヨッコイショ」ともち

あげます。大きな竹の子がとれました。竹の子は地
ち か

下にはり

めぐらした、竹の根っこからはえくるのです。

カンサイタンポポ

ヤマザクラ

アリアケスミレ ムラサキサギゴケ

ショウジョウバカマ

❶



 竹で遊ぼう
竹はふしぎな植物です。木なのか草

なのかも、よく分かりませんし、

成
せいちょうき

長期には 1日に 120 センチも伸び

ることも観
かんさつ

察されています。竹か

ら生まれた「かぐや姫
ひめ

」のものがたりも、竹のふし

ぎな性
せいしつ

質に関
かんけい

係するのでしょう。

竹はバネのようにしなっては、もとにもどります。

そのしなやかさを利
りよう

用して、平
へいきんだい

均台や弓
ゆみや

矢をつ

くって遊びます。また、竹は中が空
くうどう

洞なので、

竹
たけふえ

笛をつくって鳴
な

らすことができます。

 

5月

ウメの実

ナスの花

みかんの花

まんがんじとうがらしの花

❷



6月❸
水の生き物しらべ
あたたかくなって、川や池や田んぼの

水の中の生き物が活
かっぱつ

発にうごきだしま

す。こどもたちは水をすくって、小さ

な虫やサワガニをさがします。

川の中にはいろいろな生き物がすんでいます。どんな生

き物がすんでいるかしらべると、川の水のきれいさが分

かります。鹿
か せ や ま

背山のなかぎり川では、トンボのヤゴやサ

ワガニなど見つかります。これは、川が少しよごれてい

るものの、まだきれいだということをしめします。

トンボの幼虫のヤゴです

オオオバボタル

水の中の生き物を分類します

麦をだっこくしています

サトイモの葉にたまった雨



7月❹
ゴーヤ

ジャガイモ

カ
ブ
ト
ム
シ
の
交
尾

ノコギリクワガタ

 里
さとやま

山キャンプで真
ま よ な か

夜中の探
たんけん

検
畑でとれた野

やさい

菜でカレーライスを作ったり、みんなでテン

トでねたり、里
さとやま

山キャンプでふだんできないことをやって、

友だちをつくろう。

カブトムシやクワガタムシは、夜
よなか

中にクヌギやコナラの木

からでる樹
じゅえき

液にあつまってきます。みんなで夜
よなか

中の里
さとやま

山を

探
たんけん

検してみましょう。

地
じめん

面にねころんで、よぞらの星
ほし

をながめるのもたのしいよ。



8月❺

里
さとやま

山の生き物にであ
いに行こう
まちにまった夏

なつやす

休み。みんなで

里
さとやま

山の生き物にであいに行こ

う。

セミも、ニイニイゼミやヒグラ

シなど種
しゅるい

類の違
ちが

ったセミがみつ

かる。チョウもやってくる。し

ずかに耳をすませば、鳥
とり

の声
こえ

も

たくさんきこえてくるよ。里
さとやま

山

の中にはたくさんの生き物がす

んでいるんだ。

ミヤマクワガタ

アオマダラタマムシ

モリアオガエル

ナナフシ

ブルーベリーの実

ニホンジカ

キアゲハ

センチコガネ

プチトマトやナス



森の中でブランコをしよう
森の中にブランコをつくろう。高い木に竹やパ

イプをひもでしっかりしばって、ロープをたら

して座
ざいた

板をつける。

石やきりかぶなど、かたいもの

が地
じめん

面にないかをチェックし

て、ためしに乗
の

ってみよう。風
かぜ

を感
かん

じながら、ゆらりゆらりと

こいでみる。大きくゆらしてジャ

ンプして、やわらかい土の上に

着
ちゃくち

地する。

友だちとかわりばんこに乗って

みよう。だれがいちばんとおく

までとべるかな。

9月❻

ゴーヤ

ヒタレゴボウ

ツユクサ

カキ

オニヤンマ

ミカンの実



イモほりやカキがり
をしよう
畑ではサツマイモのイモほ

り。イモのツルをたどって、

太い根っこをさがす。スコッ

プで土をおこすと・・・見つ

けたぞ赤いサツマイモ！！　

ワーッとあつまってきてみん

なでイモほりだ。根っこでつ

ながった、たくさんのイモを

もれなくさがそう。

かじゅ園
えん

はカキの実
み

でオレン

ジ色にかがやいている。甘い

カキの実
み

をとりにいこう。

農
のうか

家のひとにカキの手入れを

おしえてもらおう。冬にはえ

だの剪
せんてい

定をするそうだ。えだ

がのびすぎないように、とこ

ろどころのえだを切るんだ。

えだがどんなふうにのびるか

を考えながら切るんだよ。カ

キの実
み

は、ヨーグルトをかけ

てもおいしいよ。

10月❼

アケビの実

クリの実

ツリガネニンジンの花

ウメモドキの実



 村
むら

の仕
し ご と

事や歴
れ き し

史をしらべよう
村のかじやさんやおじぞうさんをたずねるエコツ

アーをしました。かじやのおじいさんはクワや竹

の子ほりのぼうなどの道
どうぐ

具を作っています。鉄
てつ

を

石
せきたん

炭の火
ひ

でねっして、大きな機
きかい

械でたたいてかた

ちをつくってゆきます。竹の子をほるぼうをかい

にくる人や、古いクワの修
しゅうり

理をたのみにくる人た

ちがやってきます。鉄
てつ

といえば、村
むら

には鉄
てつ

の彫
ちょうこく

刻

をつくっている若
わか

い人
ひと

もいます。

鹿
か せ や ま

背山のあちこちには石のおじぞうさんがおら

れます。それぞれにお名
なまえ

前やいわれがあります。

地
じもと

元の人のおはなしをきいてノートにかいておき

ましょう。

11月
❽

ソヨゴの実

エビガラスズメの幼虫

柿の木



森のていれ
むかしの人は、里

さとやま

山の木やえ

だをきって薪
まき

にしていまし

た。おちばは畑のひりょうに

していました。そのようなて

いれをすることで、日あたり

やかぜとおしのいい、いろい

ろな生き物がすめる森をつ

くっていたのでした。山
やま

と里
さと

とがたすけあってくらしてい

たのです。今では、とおいと

ころの燃
ねんりょう

料や肥
ひりょう

料を買
か

うので

そのようなつながりがなくな

り、山のていれをしなくなり

ました。

しげりすぎてこみあってきた

森の木を、間
かんばつ

伐してみましょ

う。かれた木をたおしたり、

木のえだをきってはこんだり

して、森の中をきれいにしま

しょう。

みんなが遊べる、きもちのい

い森になるよ。

❾12月
ムベの実

ユズとムベ



 森の木や土をいかす
きった木はできるだけむだにしないよ

うに、薪
まき

にしたりテーブルやベンチを

つくったりします。まっすぐなヒノキは

小
こ や

屋のはしらなどにするために、地
じめん

面か

らうかしてかわかします。コナラの木も

チェンソーでたてに切って、テーブルやベンチの板
いた

にします。ソ

ヨゴやリョウブなどのほそい木もみじかくきって、薪
まき

ストーブの

燃
ねんりょう

料になります。

つもったおちばが土になった腐
ふ よ う ど

葉土は、畑にはこんでしばらく

発
はっこう

酵させてから肥
ひりょう

料にします。

1月❿



 シイタケの菌
きん

うち
コナラやクヌギのえだを切って、しばらくか

わかしてからシイタケの菌
きん

をうちます。ド

リルであなをあけて、シイタケ菌
きん

の感
かんせん

染し

たコマを木づちでうちこみます。これをホ

ダ木
ぎ

といいます。ちょっとしめった日か

げにホダ木
ぎ

をつんでおきます。菌
きん

がホダ木
ぎ

ぜんたいに感
かんせん

染して、つぎの

年の 12 月ごろにはシイタケがはえてきます。

とれたてのシイタケをやいておしょうゆで食べてみましょう。バターで

いためてもおいしいよ。

2月⓫



里
さとやま

山をからだで感
かん

じよう
はしりまわったり、とびはねたり、お

ちばですべったり。からだごと里
さとやま

山に

ぶつかってみよう。森の地
じめん

面はゆるや

かにうねったり、急
きゅう

な斜
しゃめん

面になったり

して、みんなをうけとめてくれる。お

ちばにうもれてかくれんぼをすること

もできるよ。

鹿
か せ や ま

背山の里
さとやま

山には池
いけ

や谷
たに

やがけや

石
い し き り ば

切り場もある。いろんなばしょをた

んけんして、ひみつきちをつくったり、

宝
たからもの

物をかくして地
ち ず

図をつくったり、お

もしろい遊びを考えてね。

3月⓬おおぞらをとぶオオタカ

ミツバツツジ

うめの花
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